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はじめに
山形県村山地方には、 死後、 歯の骨を立石寺奥の院へ納骨する習俗が現在で
も残っている。 しかし、 歯骨納骨が現代の葬送習俗のなかで変容していってい
る。 そこで、 本稿では、 歯骨納骨の変容を葬送習俗の変遷を通じてみていく。
1. 立石寺における歴史と伝承
立石寺における歯骨を納骨する習俗、 また死者供養を行う信仰の「場」を明
らかにするためには、 当然ながら、 立石寺に伝わる史料・伝承をもとに、 かか
る信仰・習俗を形成させしめる要因、 またその儒仰・習俗が現在まで残ってい
る歴史性を見ていかなければならない。 そこで、 立石寺の歴史について史料な
どを基に探っていく。
現在、 山寺として称される立石寺は、 正式には「宝珠山阿所川院立石寺」と
いう天台宗の寺院である。 立石寺開山に関する史料（立石寺文書）として「円
仁置文写」や「天台座主二品法栽王尊鎮置文写」等が伝えられている。
圃仁 注進 立石寺四至 東限園境 南限両子塚 西限酢河 北限六道辻
懇免三百八十町、 井是以沙金千両、 麻布三千段直買取、 所定寺領也 （中
略）貞観二年十二月舟日 ［東村山郡役所編、 1972 : 11 - 12] 
立石寺。 出羽國
謹案嘗寺建立之濫腸、 群従安全之勝依帖無過此霙掘、 其慈覺大師本願意述
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之旨、貞観二年十二月晦日之御記文詳也、誰不敬之、何可疎之乎、抑此寺
之常燈者、嘗初被移根本中堂之燈火記 （中略） 天文十二年癸卯六月五日。
執行櫂大僧都法印大和尚位、 永賢。（印） 座主二品法親王大和尚位、
尊鎮。（印） ［同上： 71-72] 
これら2つの史料によると、立石寺は貞観2 (860)年に第3代天台座主慈
覚大師（円仁）によって開山したと記されている。 実際には、 円仁の高弟であ
る第4代天台座主安慧が開山したという説が有力であるが詳細は不明である。
開山時のことを歴史的に究明することはほとんど困難であるが、慈覚大師が開
山したという伝承が、立石寺における歯骨納骨習俗を含めて死者供養を行う庶
民信仰の「場」として、重要な要件になっている。
中惟において、高野山への納骨が最初とされているが＼史料における立石寺
への納骨の記述は管見の限り見受けられない。 しかし、立石寺の北東に位置す
る、峯の裏地区には、風食などによって無数の蜂の巣状に小孔のある岩窟があ
る2。 洞窟内から、永仁4(1296)年の板碑や、文永9 (1272)年・康永3(1344) 
年・ 康暦元(1379)年・明徳3 (1392)年銘の五輪塔破片が、多数発見されて
おり［山形市史編さん委員会編、1976: 134]、また五輪塔の地輪の上面には穿
孔があり、水輪にも筒状のくり抜きがみられるものもあることから、納骨がな
されていた［押切、2009: 20]とあり、鎌倉時代から南北朝時代までの間で少
なからずこの峯の裏地区で、遺髪や遺骨を五輪塔内にいれて供養を行っていた
ことが分かる。
石造小型五輪塔とは別に、木製小型五輪塔が立石寺山内の帝釈天堂裏手の岩
陰・洞窟から21基出土されており、現在でも40基ほどが現存し保管されている。
木製小型五輪塔には記年銘がほとんどないが、大友義助は「岩陰納骨の風はい
つの頃から行われるようになったかは明らかではないが、同時に納められたと
1 高野山の納骨に関しては、 初期の例として、『兵範記』仁平三年ーニ月八日の条のなかで
仁平 3 (1153) 年12月 8 日に納骨された覚法法親王や応保元 (1161) 年に崩じた美福門院な
どがあり、 12世紀中期には高野山に納骨されていたことが知られている。
2 詳しくは山形県文化財保護協会絹2008 『山寺千手院総合調査報告書』を参照
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みられる諸資料からみて、 鎌倉一室町の時代には盛んに行われたと考えられ
る」［大友、 1977 : 428]と指摘しており、 石造小型五輪塔との関係性を踏まえ
ると中世から江戸時代まで作成されていたと考えられる。
野ロ 一雄は、 中世末期頃、 千手院峯の裏などを含め、 立石寺周辺地には、 真
言密教僧や禅宗僧、 あるいは南都仏教僧などが活躍し、 宗派に属さない廻国聖
などの乞食僧も多数滞在していたのではなかろうかとし、 また奥の院を中心と
した山上には、 六部や高野聖、 熊野聖や時衆聖などが活動していた［野口、
2009,2013]と推測しているが、 確証となる文献等はない。
東北地方だけみても中尊寺において堀一郎は、 中尊寺金色堂内における火葬
骨に関して、「中尊寺周辺の農村のものではなく、 山伏、 六部、 巡礼、 念仏聖、
ないしは親族縁者の手によって、 高野山の例の如く、 縁国からわざわざ持参し
て納入されたか、 あるいは中尊寺山内院坊の僧俗の遺骨と考えている」［堀、
2007 (1951) : 432]としており、 同様に八葉寺において、「沙門空也が京を出
て奥羽 一 円に遊し、 ついにその地の八葉寺に入寂せりとの伝説は、 前に行基を
担い、 後に高野聖や遊行上人興起の中興的伝説者として、 俗聖 ・ 阿弥陀堂・廻
国聖 ・ 勧進聖等の民間念仏団、 念仏芸能団の教化運動を背景とする一中心人物
として語り伝えものである」［堀、 1955 : 719]とし、 また、 楠正弘 ・ 川村邦光
両氏は、 会津八葉寺での納骨は、「空也の開基による伝承をもち、 またこの空
也伝承に基づき空也の「遺意」 として八葉寺阿弥陀堂への納骨風習がおこなわ
れた」［楠、 1980 : 36]としており、 これら東北地方の他の寺院との関連を考
えると野口の推測を裏付けるものと考えられる。
以上を踏まえると、 中憔において立石寺は、 多くの宗派の僧や聖の影響を受
けていった歴史性をもっていたことが1つにいえる。 これは、 現在の宗派に関
係なく行われる死者供養を行う庶民信仰の「場」としての素地となったと考え
られる。 また、 石造 ・ 木製小型五輪塔を踏まえると、 中世においてすでに立石
寺において遺骨 ・ 遺髪を納めて供養する風習があったことが分かるが、 歯骨で
あったかどうかは不明である。
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近世における史料において、江戸中期に編集された『最上千種』の中に、山
形における史実や口碑・伝承を多く収集し、各神社仏閣の祭礼について記され
ている「祭礼日記」 という項目がある。 そのなかで立石寺に関して以下のよう
に記されている。
山寺山王権現、祭礼三月廿五日、四月中の申、七月七日中の申ニハ祭り出
ル、山形合三里卜云、北東也、高野（ママ）の写也、若し定燈火きへ候へ
ハ、高野な持来ルト云、高野の火消れハ、山寺合持参る由、至而景地也
［山形市史編集委員会編、1973 : 45]
「高野の写也」と記されているが、これはおそらく比叡山の誤記であるとい
えるが、この「高野の写也」というのはただの誤記として済まされることでは
なく、江戸中期の庶民において、立石寺が高野山を写したものであるという伝
承が残っていたということがいえる。 また、享保11 (1726)年に松本一笑軒が
著した『山寺状』があるが、その序文において「営山ハ紐州高野山と同じくし
て諸人卒塔婆を供養し碑をたて兼而永世を期す」とある。 また、宝暦12 (1762) 
年、進藤重記によって記された「出羽国風土記略」 でも立石寺に関して「土俗
奥の高野と言ふ、諸人卒塔婆を供養し碑を建、永冊を期する故とぞ」と記され
ている。 このことからも、近世には立石寺が高野山と同じように庶民における
死者供養を行う「場」となっていたことがうかがえる。
管見の限り、庶民が歯骨を納骨していることを示す文献のなかで最も古い史
料として、明治34 (1901)年に岡千1匁によって著された『山寺撹勝志』がある。
そのなかで、以下のように記されている。
男女礼拝者。 請僧誦経。 薦先福。 其納亡者歯骨。 日納骨堂［岡、1901: 9 J 
『山寺攪勝志』と同時期の、明治41 (1908)年に伊澤栄治によって著された『山
寺名勝志』のなかで納骨堂に関して
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死者の歯骨を納める所にして、 本尊阿弥陀如来を安置す。 堂は間口九尺奥
行二間あり。 老女男女来り詣で、 僧に請ひ経を誦せしめ以て追福を薦む。
歯骨は後之を岩窟に納め、 毎年秋季皇霊祭の当日ー山衆徒を会し。 大施餓
鬼を施行す。［伊澤、 1908 : 55] 
とあるように、 当時の庶民における歯骨納骨習俗の一面が初めて見受けられる。
以上の史料等より、 立石寺は、 慈覚大師開山の伝承をもつが、 その経過のな
かで、 各宗派の僧、 聖の影響をうけて、 死者供養の「場」として中世には形成
されていき、 近戦においては庶民のなかでも高野山と同じように死者供養の
「場」として定着していく。 そして、 遅くとも明治期には庶民の多くが歯骨を
納骨し現在のような納骨形態になったと考えられる。
2 山形県内における歯骨納骨の「場」
山形県内において立石寺奥の院への歯骨納骨以外に、 歯骨を納骨する「場」
が存在するが、 その特徴を示し、 立石寺への歯骨納骨との比較検討していく。
I . 庄内地方におけるモリ供養3
モリ供養とは、 庄内地方を中心に、 盆の時期にモリと呼ばれる特別な場所や
寺の本堂で行われる有縁無縁供養［鈴木、 2009 b : 142]としている。
鈴木岩弓によると、 モリ供養は、 もとは消水の三森山など特定の場所で、 8
月22日と23日に行われる行事で、 1年以内に死者が出た参詣者の中には歯骨を
持参する人も多く、 各堂ではモリ供養終了後に堂の後ろの納骨塔に納めたり
（観音堂）、 焼き上げて埋めたり（仲堂）、 堂近くの木製塔婆の建つところに埋
納したり（阿弥陀堂） する［鈴木、 2009 a : 69]という。
3 モリ供養の研究については、［鈴木、 1982,1995]などを参照
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各寺院の行事となった現在では、各寺院の檀家が歯骨を持ってくると、各寺
院の納骨堂や舎利塔、本堂に納める等の報告があり、決してモリにおいて供
養・納骨されるわけでないことがいえる。
]I. 置賜地方におけるホトケヤマ
ホトケヤマとは、山形県置賜地方において山上霊地を意味する一般名詞で、
他にも 「オイタメヤマ」「置賜山」などと呼ばれ、「お盆の16日になると、新盆
に当る仏のいる家では、仏の歯骨や遺髪を持って大光院に行き、諸堂を参拝し
てから納骨堂に納め慰霊する」［奥村、1985 : 211- 212]としている。 鈴木は、
ホトケヤマは、新義真言宗の大光院、真言宗豊山派の恩徳寺、天養寺、歓喜院、
善光院の5カ所で8月16日を中心に行われる行事で、ホトケヤマの中で最も大
規模であるのが東置賜郡川西町にある松光山大光院は、8月16日に早朝より本
堂で塔婆をかいてもらい、墓地を通って山道を登り、山道を登った先に骨堂が
あり、そこに歯骨を納めるという。 また、さらに登った一番奥に阿弥陀堂があ
り、この構図は先に述べたモリ供養を行う三森山も同様の構図である。 また、
歯骨の納骨は新しい習俗といわれ、毎年数件の依頼があるとし、ホトケヤマ参
詣者への調査により、現在では、新盆を迎える身近な死者の歯骨や遺髪を納め
る目的でホトケヤマを参詣する傾向は薄くなり、ホトケヤマの変容を指摘して
いる。［鈴木、2009 a , 2014] 
皿村山地方における清池の骨堂・佛向寺納骨堂
村山地方には立石寺奥の院への納骨以外にも、「清池の骨堂」と言われる骨
堂や佛向寺納骨堂に歯骨を納骨する習俗がある。
清池は天童市南部に位置し、真宗大谷派願行寺があり、そこには村山地方に
真宗をもたらした蓮如上人の直弟子である願正坊の廟所に、願正坊の遺言をも
とに骨堂が存在している。 この骨堂に関する史料として「乍恐以書付奉願上候」
（清池骨堂納骨に付、弘化二年八月）がある。
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尤当国は古来な慈覚大師開基之山寺と申所二骨堂有之、 自他宗納骨之古廟
二候処、 御法流御繁昌二付他宗迄も過半願正之墓所二相納候様成来候間、
郡内挙而清池骨堂と耳唱候段［天童市史編さん委員会、 1981 : 23] 
清池の骨堂にも、 立石寺と同様に、 自宗だけでなく、 分骨をして納めていた
ことがわかる。 しかし、 弘化2 (1845)年の史料では、 その分骨した骨が「歯
骨」であるかどうかは記されていない。 また、 この骨堂は『最上千種』の祭礼
日記のなかで、「清水（池力）骨堂、 山形合 ーり半程北なり、 天童道也、 七月
廿三日」［山形市史編集資料委員会、 1973 : 43]とあり、 旧暦の7月23日は願
正坊の命日にあたり、 現在でも、 清池の骨堂には、 旧暦7月23日には願行寺を
通じて歯骨が骨堂の中に納められているという。［野口、 2002 : 24] 
佛向寺は天童市小路にある浄土宗の寺院で、 そこには納骨堂があり、 8月18
の施餓鬼の際に檀家に関係なく、 地域の方が歯骨を納めていた。 現在では8月
24日の地蔵盆の際に納骨することが出来るというが、 納骨する方は非常に少な
いという。
以上より、 各地方における歯骨納骨の「場」 をみてみると、 モリ供養では8
月22日 ・23日の祭礼の際に、 ホトケヤマでは8月16日の際、 清池の骨堂では旧
暦の7月23日、 佛向寺では8月18日という、 ある特定の日を中心に歯骨を納骨
することが特徴であるといえる。 また、 モリ供養では「 1年以内に死者が出た
場合」、 ホトケヤマでは「新盆」の際など、 納骨は 1年以内に特定されている。
これは、 立石寺奥の院への歯骨納骨は随時（冬季閉山期は除く）納骨ができる
ことに加え、 後述になるが立石寺では 1年以内の死者の納骨と限定していない
という相違があるといえる。 つまり、 立石寺への歯骨納骨は時期的な拘束性が
弱く、 遺族の意向によって納骨できることがいえる。
現在、 モリ供養が寺院の行事化へと移行し、 ホトケヤマでは歯骨納骨という
目的が失われつつあり、 清池・佛向寺とも納骨の時期が移行するなど、 4つの
納骨の「場」でも変容が見受けられる。
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3. 村山地方における火葬の受容
歯骨納骨において、 土葬文化でも歯を納めることは可能であった。 しかし、
中世以降の立石寺への納骨は火葬骨が中心で、 現在では納骨のほぼ100%が火
葬骨であり、 立石寺への歯骨納骨の変容を知るには、 信仰の中心となる村山地
方における火葬の受容を把握する必要がある。 そこで、 村山地方における火葬
の受容に関して統計デー タを基に考察する。
火葬率について全国全体のデー タとして最も古いものとして大正2 (1913) 
年の『衛生局年報」がある。 そこで、 東北6県ならびに全国平均を記した表が
以下の表1 になる。
〈表1〉大正2 (1913)年の火葬率
大正2 (1913年） 1 塁悶翌 1··:�: Iネ：？ご I ぞ:: I:� 悶 1:�翌 I竺戸芯：匂
（『衛生局年報』を参考に筆者作表）
上記の表において、 山形県の火葬率32.0%、 全国平均の31.5%を上回る割合
であるが、 他の東北5県は非常に低く、 比較すると大きな差があることが分か
る。 次に、 以下の図1は、 山形県、 山形県を除く東北5県平均、 全国平均の火
葬率の変遷を示したグラフである。
50% 
40% 
30% 
20% 
10% 
〈図1〉山形県・東北平均・全国平均の火葬率推移
（『衛生局年報』等を参考に筆者作図）
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上記の図1のグラフによると、 山形県の火葬率は全国平均をやや上回りなが
ら推移し、 また山形県を除く東北5県平均とは大きな差がありながら推移して
いっていることが分かる。 ここから、 山形県の火葬の受容が東北において非常
に早かったといえる。
山形県内の詳細な火葬率を知るに、 管見の限り最も古い資料として『山形県
統計書』明治29年より「火葬場及埋火葬人員」という項目を新たに作り、 各郡
市別に、 火葬場 ・埋葬数（男女別）・火葬数（男女別）を記している。
下記の表2は明治29 (1898)年の山形県各郡市の火葬場数ならびに埋火葬数
から火葬率を表したものである。
〈表2〉明治29 (1898)年各郡市の火葬場数ならびに埋火葬人数・火葬率
群 市 名 火 葬 場 土 葬 数 火 葬 数 火 葬 率
山 形 市 3 562 325 36.6% 
南村 山 郡 51 821 218 21.0% 
東村 山 郡 82 416 539 56.4% 
西村 山 郡 58 1123 542 32.6% 
北村 山 郡 109 1167 612 26.7% 
耳自 上 郡 126 1372 242 15.0% 
飽 海 郡 120 1134 896 44.1% 
東 田 川 郡 119 1334 386 22.4% 
西 田 川 郡 139 1316 483 26.9% 
西 置 賜 郡 49 1286 22 1.7% 
東 置 賜 郡 35 1538 6 0.4% 
西 置 賜 郡 3 1064 32 2.9% 
（米澤市）
（『山形県統計書』明治29年を参考に筆者作表）
村山地方の火葬率をみてみると、 東村山郡が最も高く、 56.4%である。 これ
は、 山寺村（現山形市山寺）や荒谷村（現天童市荒谷）といった立石寺周辺部
では火葬が早くから受容していたことが大きな要因といえる。 また、 南村山郡
が最も低く、 21.0%で、 火葬の受容は他の村山地方より遅かったことが分かる。
このことからも村山地方において、 立石寺を中心に円周状的に火葬率が低下し
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ていっているといえる。
村山地方以外の火葬率をみてみると、 飽海郡では44.1%と高いが、 これは井
之口意次が「火葬は現在都市と真宗地帯とに主としておこなわれており、 漸次
増加の傾向にある。 北の方からいうと、 秋田 ・ 山形両県の境の海岸部にーかた
まり」［井之口、 1954 : 16]あるとしており、 これは飽海郡のことを指してい
ると考えられる。 また、 東西田川郡では25%前後の火葬率であるが、 堀が「山
形県の東西田川郡にも火葬町村は多く、ここには羽黒山伏の影響が考えられる」
［堀、 1990 (1951) : 32]としている。 一方、 置賜郡では火葬率が 1 %前後と
ほとんどが土葬であることから置賜地方では、 ほとんど土葬であったことが分
かる。
下記の図2のグラフは、 明治29 (1896)年から昭和23 (1948)年までの村山
地方の火葬率と村山地方を除く山形県の火葬率の推移を表したグラフである\
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〈図2〉村山地方・山形県（除村山地方）の火葬率の推移
（『山形県統計書』等を参考に筆者作図）
上記の図2のグラフをみると、 村山地方と村山地方を除いた山形県では、 統
計開始の明治29 (1896)年から昭和23 (1948)年まで火葬率に大きな差がある
ことが分かる。 先の図1と総合すると、 村山地方においての火葬の受容は東北
4 昭和23 (1948)年までの理由は、 各郡市（後に市町村）で統計を出しているのが昭和23 (1948) 
年までであるため。
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地方において非常に早く、 井之口、 堀は飽海郡や田川郡の火葬に関して論じて
いるが、 山形県内において、 最も早くから火葬が多くの庶民に受容されていた
のは東村山郡を中心とした村山地方であったことが指摘できる5a
次に、 村山地方における火葬場数についてみていく。
〈表3〉村山地方および山形県内の火葬場数の推移
年代 村山地方 山形県全体
明治29 (1896) 年 303 894 
明治38 (1905) 年 389 808 
大正10 (1920) 年 406 915 
昭和 2 (1927) 年 418 954 
昭和20 (1945) 年 402 951 
昭和27 (1952) 年 1097 
昭和40 (1965) 年 894 
昭和50 (1975) 年 752 
昭和55 (1980) 年 83 
昭和60 (1985) 年 51 
平成 2 (1990) 年 39 
平成 7 (1995) 年 27 
平成27 (2015) 年 25 
（『山形県統計書』「衛生局年報』等を参考に筆者作表）
表3によると、 山形県内において火葬場数が昭和28 (1952)年に最多で1097
カ所で、 村山地方では昭和2 (1927)年に最多で418カ所が火葬場として登録
されている。『衛生局年報』によると、 宮城県の火葬場数が昭和15 (1940)年
に最多で143カ所であることと比較すると、 村山地方を含む山形県では火葬場
数が非常に多いことがいえる。 その要因としては、 先に述べたように村山地方
での火葬の受容が早く、 その火葬場は各地域において、 いわゆる露天焼きを行
5 火葬率の高さに対して、 真宗の割合・流行病を考えなければいけない。「山形県統計書』
明治18年によると、 村山地方の総寺院数は609カ寺に対して、 浄土真宗は119カ寺と全体の
19.5%である。 また、 山形県内おいて、 コレラの大流行は数度あり、 そのなかでも明治19年
にコレラが大流行し、 県下の患者が2213人、 死亡者が1550人であった。［山形市史編さん委
員会編、 1976: 129] という。 これから、 真宗・流行病から火葬が受容されたとは考えにくい。
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う「野焼き場」が多数存在していたことがいえる。 また、山形市内では公営の
火葬場を、大正2 (1912)年7月1日に三日町庚申裏に建設した［山形市史編
さん委員会編、1976 : 146]と記されており、また、すでに明治29 (1896)年
には、市内の火葬場数が3カ所しかないことを考えると、山形市内を除く村山
地方では明治時代から野焼きでの火葬が多くあったことがいえる。
昭和50 (1975)年から昭和55 (1980)年の間に火葬場数が激減しているが、
これはこの間に市町村合併等が行われたことや、 新たに各市町村が火葬場条例
を施行する際に、「野焼き場」の廃止をし、整理したことから火葬場数が減少
したためで、昭和50 (1975)年まで野焼きを行っていたことと必ずしも一致す
るわけではない。
以上より、村山地方の火葬の受容は、東北地方において突出しており、井之
口や堀が指摘している飽悔郡や東西田川郡よりも火葬率が高く、また、火葬場
数からみても、山形市内を除く村山地方では各地域にある野焼きでの火葬が多
く行われていたことがいえる。 この火葬の受容から、立石寺への歯骨納骨とい
う習俗を明治期において定着される要素となったことがいえる。
4. 葬祭業者における葬送習俗の変遷
4-1. ジョインの社史からみる村山地方の葬送習俗の変遷
ジョイゾにおける社史から、村山地方における葬送習俗の変遷と葬祭業者
の関わりをみていく。
村上興匡は、戦後の葬祭業の展開において「新生活運動」の果たした役割が
非常に大きかった［村上、2005 : 18]としているが、村上は都市部分での展開
にのみ論じているが山形といった地方葬祭業においても、 新生活運動、互助会
の設立が葬祭業の展開に非常に大きな影響を与えた。
6 \株ジョインは、 山形市内においてシェア率が最も高く、 セレモニ ー ホ ー ルを最も早く建設
したこと等から研究対象とした。 また、 本稿において、（オ菊ジョインは葬祭業務に関して「山
形葬祭社」から平成3 (1991)年には「平安典礼」と通称が変更になり、 平成10 (1998)年
に「株式会社平安典礼」に社名を変更しているが、 本稿においては引用を除いて、「ジョイン」
と記す。
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山形市内で株式会社武田商店として手広く商売を営んでいた武田有弘が、 当
時の山形市長の大久保伝蔵から「冠婚葬祭の互助会が全国にできつつある。 武
田さん、 山形でやってみないか」と声をかけられ、 先に設立された新潟、 仙台
の互助会から情報をえて、「これは、 これからの時代に合う仕事だ」と考え創
設を決意し、 昭和37年7月7日、「山形県新生活互助会」を設立する[40周年
記念誌編集委員会編， 2002 : 12]。
山形新生活互助会の当初は婚礼サ ー ビス提供が中心で、 葬祭業務は、 葬祭業
者と連携して祭壇や棺、 香典返しなどの手配を行うのみであった。 しかし、 昭
和40(1965)年に事業用の霊柩車の貸し出しサ ー ビス展開するため7に、「有限
会社山形葬祭社」を譲り受け、 本格的な葬祭業務を開始する。 昭和44(1969) 
年には、 山形県内で初めて、 病院から遺体を移送する寝台車を導入し、 24時間
受付開始し、 昭和50(1975)年に山形県内で初めて宮型霊柩車を導入する等、
山形県内における葬祭業務の先駆者としての役割を担っていた。
昭和45(1970)年の「山形葬祭社」のパンフレットによると、 毎月300円掛、
2口、 60回で、 2口利用の場合「祭壇ー式、 前机、 棺飾り品一式付寝棺、 白黒
堀、 他表示紙、 香典帳、アルコ ー ル、その他」とし、 取扱いサ ー ビスとして「霊
柩車(15人乗）、 印刷物、 知らせ状、 礼状、 写真引伸、 貸衣装、 香典返し、
五七日お引物一式、 精進お料理、 供花、 花輪」などとある。 これからも、 当時
の山形葬祭社では、 物品の貸し出し、 レンタル業が中心であったといえる。 当
時の葬儀を知る方によると「葬儀の際にスタッフがいないことがかなりあった」
とし「隣組や長老の方が全てやってくれたので手伝うことがなかった」と述べ
られた。 また、 この当時から、 パンフレットには「葬場、 葬儀日取、 御通夜、
告別式、 五七日法要のお知らせを把握し、 通知する」とあるように、 五七日法
要が当時から葬送習俗のなかでも重要な位置を占めていることがわかる。
レンタル業が中心であった葬祭業務が、 昭和50(1975)年頃から、 納棺の手
伝いをお願いされることが山形市内で増えてきたことが転機となる。 これは山
7 霊柩車の運用には、 一般貨物自動車運送事業（霊柩限定）として、 営業所を管轄する運輸
局に対し、 許可の申請を提出し、 一定の審壺期間を経て、 許可を所得することが必要である。
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田慎也が和歌山県東牟婁郡古座町（現在は東牟婁郡串本町）の事例で「都市部
に就職在住して、 親の葬儀のために戻ってきて喪主を務める人からの依頼が増
えたから」［山田、 1999 : 114]と指摘しているが、 ジョインでも「山形市内で
は地域との関係が薄れ、 納棺の際に親族しかおらず、 親族全員が納棺のやり方
も分からずお願いされるようになった」と述べられていた。 また、「納棺のお
手伝いをするなかで、 ご家族から司会や僧侶の接待などを頼まれることが増え
た」とし、そこからサ ー ビス充実を図っていく。 つまり、レンタル業が中心だっ
た葬祭業者がサ ー ビス業としての役割までも担うようになったのである。 また、
時を同じくして、 昭和50(1975)年に全日本葬祭業協同組合連合会が通産省（現
経済産業省）から認可を受けた団体となり、 葬祭業がサ ー ビス業として認めら
れ全国的にサ ー ビスの充実が図られることとなったのである。
その後の大きな転換点は、 平成11(2000)年12月に山形市銅町に通夜会館を
開館し、 翌年の平成12(2001)年には、 セレモニ ー ホ ー ル山形を開堂したこと
が転換点といえる。 詳細は後述するが、 これによって、 葬祭業者がサ ー ビス業
からさらにトー タルサ ー ビスならびに葬儀全体をコ ー デイネ ー トするように
なっていったといえる。
4-2. ジョインにおける現在の葬送習俗
次に、 現在におけるジョインにおける葬送習俗を本稿に関係する葬送過程、
五七日法要、 歯骨納骨という項目でまとめてみると以下のようになる。
① 葬送過程
ジョインHPによると葬儀の流れとして「ご臨終→平安典礼へ連絡→移送→
枕経（枕直しの儀）→打合せ→湯灌→納棺・通夜（遷霊祭・通夜祭）→出棺（発
柩祭・出棺祭）→火葬（火葬祭）→葬儀・ 告別式（葬場祭・神葬祭）→五七日
忌取越法要(-t日祭・ 五十日祭）→お斎（直会）」としている。 しかし、 ジョ
インにおいて「通夜→告別式→火葬」という葬送過程が最近では月に4、 5件
と若干増えてきたという。 その理由として、「山形が地元でない方などが葬像
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を行う場合が増えたため、 この地域のやり方ではないやり方で葬儀を行う方が
増えたから」という。 また、 通夜に関してHPには「＊尚、 山形でのお通夜は、
近親者のみとなります。」と記されており、 現在でも通夜は近親者のみで行う
ことが一般的である。 また、 歯骨以外の全骨の埋骨8は四十九日に行うという。
② 五七日法要
ジョインにおいて、 五七日法要は「五七日忌取越法要」という言い方がなさ
れており、 HPでは、「近親者のみで執りおこないます。」と記されている。
五七日法要を行う明確な理由はジョインにおいてはなく、 五七日法要は葬祭業
者が介入する以前から村山地方では定着しており、 葬祭業者が継続して執り
行っているといえる。
③ 歯骨納骨
ジョインでは、 全葬儀コ ー スのなかに火葬用品に含まれるものとして「骨箱・
骨箱覆い ・ 分骨箱 ・ 四華•松明」とある。 つまり、 ジョインにおいて葬儀を行
う場合に必ず、 歯骨を納める分骨箱が入っている。 これは、 山田慎也は、 葬祭
業者が地域に浸透するために、 地域の需要を巧みに受け取って業務を展開し、
地域特有の民俗を維持する場合もあることを指摘している［山田、 2007]が、
この地域特有の習俗である、 立石寺への歯骨納骨を行うための分骨箱は葬祭業
者が提供することからも山田の指摘が、 村山地方での葬祭業者にも当てはまる
といえる。
現在では、 この分骨箱に関して、 利用者から使い方などを多く相談されると
いう。 その際に「歯骨を納めるという風習があり、 山寺に持って行くケ ー スや
各寺院の宗派の本山にもっていくケ ー ス、 そのまま全体骨と納骨するケ ー ス、
使わないケ ー スがあることを伝える」とし、 しかし、 「まずは、 お寺の方に相
談してみてください」ということを必ず伝えるという。 ここからも、 葬祭業者
8 本稿において、「納骨」とは歯骨を納骨することとし、「埋骨」とは、 歯骨以外の全骨を納
骨することとする。
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はこの立石寺への歯骨納骨という習俗の維持に関して、 分骨箱を提供するとい
う最低限の維持の担い手にはなっているが、 積極的な維持を担っているわけで
はないことがいえる。
5. 天童市上荻野戸地区の事例からみる葬送習俗
2014年9月26日�28日において筆者ならびに東北大学文学部人文社会学科宗
教学専攻の学部生、 並びに同大学院文学研究科宗教学専攻の大学院生で行った
天童市上荻野戸地区における実習調査をもとに、 同地区における葬送習俗のう
ち、 葬送過程・火葬・五七日法要・歯骨納骨に関してまとめたものである。
① 葬送過程
葬儀の順番は、「通夜→火葬→告別式」という、 いわゆる骨葬が一般的である。
しかし、 「通夜→告別式→火葬」という順番で葬送儀礼を行うケ ー スが見受け
られた。 その場合はi . 公営の火葬場ができる前の各部落の火葬場（らんば）
で火葬を行っていた場合 ii . 公民館において葬儀を行った場合の2つのケ ー
スにのみ「通夜→告別式→火葬」の順番が見受けられることが分かった。
② 火葬
上荻野戸地区では、 現在の第二墓地の場所に「らんば」という野焼きの火葬
場が存在していた。 明確な時期は不明だが、 聞き取り調壺において昭和20年代
までは野焼きが「らんば」で行われていたという。 上荻野戸地区のある天童市
では、 昭和25年2月27日に「天童町火葬場使用條例」を議決、 同日公布、 施行
する。 これからも、 天童町（現天童市）が初めて公営の火葬場が出来たのが昭
和25 (1950)年であることから、 先の野焼きの時期と同じ時期であることが分
かる。 野焼きが行われていた時代には、 隣組は火葬のために、 薪や藁を全戸か
ら集める役割を担っていた。「ガンバコ」という棺を、 「らんば」まで運び、 燃
えやすいように薪を組んで、 北枕になるように棺を置き、 そこに集めた藁を覆
い、 火葬を行ったという。 火葬は午後から行い、 隣組の中から見張り番を立て
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て、 次の日の朝までかかり、 朝に喪家が拾骨をした。 つまり、 野焼きの際には
隣組の扶助が大きかったことがいえる。
③ 五七日法要
五七日法要を当地区でも行っており、 この地区では 「取り越し法要」 という
言い方で行われている。「葬式と別の日に改めて行うことはほとんどしない」「隣
組の人は必ず呼ばれ、 帰りに菓子・素麺・シイタケなどといった引物をもらう」
といった話がでてくる。 そのため、 この五七日法要が喪家と隣組との協力関係
の最後の儀礼となっていると考えられる。
④ 歯骨納骨
歯骨納骨に関しては半構造化インタビュ ーで、 事前に以下の質問項目を決め
ておいた。 具体的な質問項目は、「檀那寺」「宗派」「今までの歯骨納骨の有無」 ，ヽ
歯骨納骨をした経験がない場合は「家での死者の有無」、 歯骨納骨をした経験
がある場合は、 納骨の「場所」 「時期」である。 ただし、 半構造化インタビュ ー
であるため、 被調壺者に同じ質問をできない場合があった。 檀那寺を整理して
みると以下の表4となる。
着目すべきは、 上荻野戸地区の全戸数約150戸のうち、 有効回答数である56
戸の家で檀那寺数が15カ寺に及ぶことである。 また、 宗派別でも、 真宗大谷派
が4カ寺で件数も多いが、 6宗派と新宗教と非常に多様な宗派が混在している
と考えられる。
歯骨納骨の経験の有無ならびに納骨場所を檀那寺別に表したのが以下の表5
である。
有効同答数のうち、 不明の9件を除く45件中、 32件(72.1%)が歯骨納骨の
経験があると回答している。 このことからも、 多様な宗教宗派が混在する上荻
野戸地区において、 宗派に関係なく歯骨納骨が行われていることがわかる。
9 本稿の「歯骨納骨の有無」とは、 歯骨を全骨と別にして、 納骨することを指す。
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〈表4〉上荻野戸地区住人の檀那寺
宗派 寺院名 住所 件数 宗派件数
時 宗 遍照寺 山形市大字漆山 1 1 
安楽寺 天童市高揃南 5 
浄 士 宗 三賓寺 天童市仲町 8 16 
来運寺 天童市山口 3 
浄勝寺 天童市高揃北 2 
即円寺 天童市荒谷 4 
真宗大谷派
徳正寺 天童市奈良沢
20 
13 
東常得寺 天童市蔵増 1 
定泉寺 最上郡舟形町舟形 1 
曹 洞 宗 長龍寺 天童市奈良沢 6 8 
東照寺 尾花沢市富山 1 
華蔵院 山形市山寺 3 
天 台 宗 中性院 山形市山寺 4 8 
風立寺 山形市下東山 1 
日 蓮 宗 妙法寺 天童市小路 2 2 
新 宗 教 1 1 
ムロ 計 56 
歯骨を納骨した場所に関しては、 32件中、 山寺が17件(53.1%) と最多で、
次に東本願寺や知恩院といった本山納骨が12件(37 .5%)、 清池の骨堂が 1件
(3.1 %)となっている。 これからも、 上荻野戸地区での歯骨納骨の習俗は残っ
ているが、 山寺へ納めるという風習は減っていることが分かる。 これは、 本山
納骨の影響であることが分かる。 調査の中で、 本山納骨を行った方の話のなか
で「毎年お寺から本山に行く誘いのチラシが配られ、 行けない人は代わりに本
山に納骨を頼む人もいる」という。
歯骨を別にして納めない理由として、 聞き取り調査のなかで、「（歯を分けて
しまうと）あの泄に行ってからご飯が食べられないようになるから」「遺体は
一体だから分ける必要はないと言われたから」「（歯だけを）別々にするのは可
哀想だから」という意見があった。 これは、 死者が死後も同 一 の身体をもって
-86-
〈表5〉植那寺別歯骨納骨の有無・納骨場所
寺 名 宗派 件数 納骨有 納骨無 不明 納骨場所
遍照寺 a土寸 心ホ 1 1 
安楽寺 浄土宗 5 2 2 1 山寺(2)
三賓寺 ケ 8 5 2 1 山寺(4)・納骨堂(1)
来運寺 // 3 3 知恩院(2)・納骨堂(1)
浄勝寺 真宗大谷派 2 2 
即園寺 // 4 3 1 山寺(1)・東本願寺(1) . 清池(1)
徳正寺 I/ 13 8 1 4 東本願寺(8)
東常得寺 I/ 1 1 山寺(1)
定泉寺 曹洞宗 1 1 
長龍寺 // 6 4 1 1 山寺(4)
東照寺 // 1 1 山寺(1)
華厳院 天台宗 3 1 2 山寺(1)
中性院 ケ 4 3 1 山寺(3)
風立寺 ケ 1 1 
妙法寺 日蓮宗 2 1 1 日蓮宗本山(1)
新宗教 1 1 
合計 56 32 15 ， 
いるという死後観念があることがうかがえる。「歯骨を納めないと、 家族に不
幸や災いがおこるという地域もある。」［大友、1977 : 433]といった話は同地
区において見受けられなかった。 また、「檀那寺の住職から必要ないと言われ
たから」という意見が多数あった。 これは、 葬祭業者が住職に確認するよう促
すとしていたが、 その結果、 寺院側がその寺院の本山への納骨を促し、 また分
骨して納骨することを不必要とすることから、 立石寺への歯骨納骨という習俗
が衰退していっている要因といえる。
次に、 歯骨を納骨した時期に関してまとめた表が以下の表6である。
歯骨を納骨した時期については、 最も多かったのは「百力日～一周忌」の間
であった。 しかし、 調壺のなかで、「二代（もしくは 一代）前までは、 四十九
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日までに納めていたが、 今は急いで山寺に持って行かないで、 一周忌までに納
めればいい」という話が5件あった。
先行研究において、 大友が「歯骨納めは四十九日忌以内に行わなければなら
ないといい、 祭礼日や宗派に関わらず、 縁者は奥の院に遺骨を納め」［大友、
1977 : 427]るとし、 相原一士は「お骨は四十九日まで家に置かれた後、 お墓
に入るが、 歯の骨は立石寺の奥の院に納められる」［相原、 2002 : 43]とし、
また佐々木は「新しい仏がでた時、 山寺に歯骨納めにゆく。 この辺では大てい
百力日に近親者が集まり、 成仏してもらう為に行く」［佐々木、 1975 : 121]と
しており、 多くの研究者が四十九日や百ヶHまでには納骨すると記しているが、
〈表6〉歯骨の納骨時期
時 期 件 数
四十九日まで 1 
四十九日～百力日 1 
百力日～一周忌 12 
一周忌～三回忌 2 
夫婦二つ揃った時 1 
時期不定 1 
檀那寺の応募の際 8 
実際には四十九日や百力日までに納めないといけないという風習は衰退し、 今
では上荻野戸地区では「百力日～一周忌」が一番多くになっている。 また、「檀
那寺の応募の際Jとは、 寺院において、本山への檀信徒参拝を行う際に、 歯骨を
本山に納めることで、 先の表5における真宗大谷派の東本願寺への納骨である。
以上より上荻野戸地区における葬送習俗についてみてきたが、 葬送過程は、
「通夜→火非→告別式」という骨葬であり、 野焼きの際は隣組が協力し、 全骨
の埋骨は四十九日に行われるのが一般的であった。
鈴木岩弓は、 東北地方の骨葬の特徴を以下のように指摘している。
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「骨葬」を行う東北地方においては、 葬儀・告別式を出したその日に納骨
してしまうところが大半である。（中略）かかる慣行が行われる背後には、
まず遺体を埋葬してはじめて葬儀は終了するという士葬時代の認識が、 現
在の火葬時代になっても保持されていることが考えられる。［鈴木、
2013 : 267] 
村山地方では骨葬でありながら、 埋骨は四十九日に行われるため、 鈴木のい
う東北地方の骨葬の特徴には該当しないことがいえる。 これは、 村山地方にお
いて東北地方では突出して火葬の受容の早かったことが要因といえる。
また、 鈴木は、 骨葬の特徴として〈葬儀参加者〉〈葬祭業者〉〈葬俵手伝い者〉
にとっての利便性を指摘しており、 葬儀手伝い者（＝隣組）にとって骨葬は利
便性がある。 つまり、 村山地方において、 告別式前に火葬されているため、 告
別式後に時間的な余裕があり、 そのためそこで五七日取越供養などができる。
また、 上荻野戸地区の聞き取り調在を踏まえると五七日取越供養までが、 地域
（＝隣組）との相互扶助関係性が強く、 そこから段階的に弱まっていっている。
つまり、 村山地方の葬送習俗において、 四十九日に埋骨するが五七日取越供養
を行い、 そして、 五七日取越供養までが地域との相互扶助関係が強いことから、
歯骨納骨は遣族が担い手の中心であることが村山地方の納骨習俗の特徴である。
そのため、 納骨時期が長期化し、 立石寺以外への納骨が増加していることが分
かった。
6. 葬儀場の変遷
6-1. 寺院葬
村山地方において、 寺院における葬儀が一般的であった。 寺院葬が可能な理
由として、 2つの要因があげられる。 1つ目は、 村山地方における通夜は近視
者のみで執り行われ、 告別式が中心であるということ、 2つ目に村山地方にお
いて明治期より火葬が受容されており、 また「骨葬」であることが要因として
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あげられる。 骨葬とは、先に述べたように、「通夜→火葬→告別式」と告別式
前に火葬を行うことであるが、寺院において「死稿観念」より、遺体を不浄な
ものとして、本堂内に安置することを嫌うという［鈴木、2013 : 265]。 しかし、
火葬して遺骨になると不浄という観念は無くなり堂内に遺骨を安置して告別式
を執り行うことが出来る。 こうした理由から村山地方では寺院葬が可能となっ
たといえる。 また、菩提寺が県外などであるが、山形県内で葬儀をぉこなう場
合や、立石寺塔頭寺院のように寺院葬が出来ない場合は、同じ宗派の寺院が葬
儀場として、寺院を貸すという提携ができているという。 こうしたことから、
寺院における葬儀が村山地方では定着したといえる。
6-2. ホ ー ル葬
本稿では、ホ ー ル葬とは、葬祭業者が自社もしくは地方自治体等から管理委
託された施設において行う葬儀のことをいう。
1980年代後半に斎場建設のブー ムが始まる。 ところが、全国で一斉にブー ム
が起きるわけではなく、そこには大きな地域差が生じる。 寺石雅英らによると、
その要因として「葬儀に関する伝統的な習俗が人々を拘束する力（習俗の拘束
カ）が強いほど、斉場建設ブー ムも起こりにくく、斉場葬への移行も遅れると
言えるだろう。」［寺石、2000: 228]としているが、福島明子は、寺石が斎場
葬の普及率の高い宇都宮市において、地域の組のみで執り行われる、あるいは
組と葬祭業者が関わる葬儀を合わせると、地域が関わる葬像が多くを占めてお
り、一様に葬祭業者主導の葬儀へと移行していくわけではないといえる［福島、
2007: 20] と指摘している。 そこで、実際に村山地方におけるホ ー ル葬をみて
いく。
寺石は、2000年の調壺当時、盛岡市と山形市では、現時点では市内に斉場が
1つも存在しない（建設計画はあるが。）斉場が存在しないのは、全国の県庁
所在地でもこの2市だけであるとし、盛岡市と山形市での寺院葬の比率は、優
に90%を超えていると述べている［寺石、2000: 227]。 筆者が調査したところ、
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山形市内叫こおいて初めてホ ー ル葬ができる施設を建設したのは2000年12月に
（株）アオバヤが山形市瀬波に「あおば斉苑瀬波」を、そして2001年9月10日に平
安典礼（（株ジョイン）が山形市鉄砲町に「セレモニーホ ー ル山形」を建設した
のが最初11である。
2001年9月11日の山形新聞に「山形に本格葬祭式場」という見出しで記事が
書かれており、「近年の住宅事情の変化や核家族化が進み、自宅での通夜、葬
儀が難しくなってきた社会背景のほか、会葬者の駐車場確保や冬季の除雪、真
夏の冷房など遺族や寺院側の負担を減らすよう、施主側・参列者側とも使いや
すい機能性を目指した。」とある。
ジョインでは、1999年12月に山形市銅町に通夜会館を開館しているが、少子
高齢化、核家族化などの社会の変化にともなって、葬送に関する意識も変わっ
てきました。 なかでも住宅事情などから「通夜を営める施設」を望む方も多く
なり開館しました[40周年記念誌編集委員会編、2002: 27]とある。 実際、利
用者の方からの要望で建設したが、 数年で葬1義をできる施設を併設する考え
だったが、開館後利用者が予想より多く、自宅に帰らずそのまま通夜会館にご
遺体を搬入されるケ ー スが増えたという。 そのため現在、ジョインでは山形市
内に通夜専門の施設を3施設に増やしている。
ジョインによると、「平安典礼会館「セレモニ ー ホ ー ル山形」は、開堂から
9カ月余りの平成14年6月現在で、約210御柱のご葬儀にご利用いただいてお
ります。」［同上： 52]とあるように、開堂年でも月平均約25件というほぼ毎日
のように利用されていたことが分かる。 そして、2000年代にセレモニ ーホ ー ル
が出来てから村山地方においても急速にホ ー ル葬が増加する。 山形市内ではJ
Aグルー プが2005年 1 月、 ライファンサ ー ジ（さがみ典礼）が2005年12月、そ
して山形市内の葬祭業者の老舗であり1961年創業の博善社は自宅葬、寺院葬を
中心に事業を展開していたが、2006年8月にそれぞれホ ー ル葬が出来る施設を
10 村山地方においては、 東根市にやなぎやが2001年以前に会館を建設している。
11 本稿のホ ー ル葬の定義において、 2000年が最初と考える。 例えば山形渋谷会館は、 1982年
に建設されているが、 本稿のホ ー ル葬の定義には入らない。
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建設している。 このように初めてセレモニ ー ホ ー ルが出来て約5年間の間に山
形市内だけで9施設が出来るなど急激なセレモニ ー ホ ー ルヘの移行が見受けら
れ、2016年現在においても各葬祭業者がセレモニ ー ホ ー ルを建設している。
おわりに
以上のように、歯骨納骨の変容を、葬送習俗全体の変遷を通してみてきた。
立石寺開山からの史料より、 慈覚大師によって開山されたという伝承が、 立
石寺が死者供養の「場」として形成させしめる素養となり、 そのなかで中冊以
降、 多くの宗派の僧や聖の影響を受けて、 死者供養をおこなう「場」として素
地を形成し、 その死者供養の一環として納骨が行われるようになった。 そして、
近世には高野山と同様に庶民が死者供養を行う「場」として定着し、 村山地方
において火葬の受容が明治期に行われたこと等を考えると、 遅くとも明治期に
は宗派に関係なく、 庶民が歯骨を納骨するようになったと考えられる。
習俗が変容する要因の1つに、 立石寺への歯骨納骨の特徴を他の山形県内の
歯骨を納骨する「場」と比較すると、 立石寺への歯骨納骨は、 1年以内に亡く
なった方で、 ある特定の祭日にのみ納骨しなければいけないといった時期的拘
束性がないため、 立石寺への歯骨納骨は、 遣族の意向によって納骨できる「場」
であり、 信仰の希薄化から納骨数が減少したといえる。
ジョインの社史からみると、 レンタル業中心で行っていた葬祭業務が、 昭和
5 0  ( 1975)年前後を境に、 納棺の手伝いなどをきっかけに様々なサ ー ビスを提
供するようになり、 平成12 (2001)年にセレモニ ー ホ ー ルを開堂したことによ
り、 葬儀全体を葬祭業者が担うようになり、 葬祭業者が葬儀の中心へと移行し
ていったことがいえる。
村山地方ではセレモニ ー ホ ー ルでの葬儀が行われるのが、 寺院葬が定着して
いたため、 全国的に見て非常に遅かった。 その寺院葬が定着した要因として、
村山地方の葬儀において、 通夜が近親者でのみ行われ、 告別式が葬儀の中心と
なるのに加え、 骨葬であるため死械観念としての不浄な遺体を寺院の堂内に安
置する必要性がないことが寺院葬の定着を促し、またその定着からの変遷が遅
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かったといえる。 しかし、 2000年以降各葬祭業者がセレモニ ー ホ ー ルを建設す
ると、 需要が高まり、 急速にホ ー ル葬へと移行した。
本稿全体において葬送習俗の担い手、つまり喪家との関係性を〈地域（隣組）〉
〈寺院〉〈葬祭業者〉の3 つ のファクタ ー に分類してその変遷から、 歯骨納骨
習俗の変容を考察していくと、 村山地方における葬送習俗のなかで、 地域（隣
組） が特に野焼きであった時代は、 喪家と隣組との相互扶助関係が強く、 隣組
との相互扶助関係は告別式後に行われる五七日取越法要から、 段階的に関係性
が弱まっていったが、 野焼きの時代は〈地域（隣組）〉が納骨を含める葬送習
俗の担い手の中心であったため、 立石寺への歯骨納骨という習俗は維持されて
いた。
野焼きの時代から火葬場での火葬へと移行し、 また隣組といった地域との関
係性が希薄化していくにつ れて、〈寺院〉の影響力が増大する。 その要因とし
ては、 村山地方において、 寺院葬が2000年まで90%以上を占めていたためであ
る。 担い手が〈寺院〉に移行したことで、 寺院が分骨して納骨することを必要
としないと説き、 また、 各寺院の本山への納骨に促すといったことから、 立石
寺への歯骨納骨という習俗が変容していく。
現在では、 寺院葬からホ ー ル葬へと葬儀場が移行することで、 担い手が〈葬
祭業者〉へ移行している過渡期である。 しかし、この〈寺院〉から〈葬祭業者〉
への移行は部分的であり、〈寺院〉の影響力は減退しながらも、 これからも残っ
たままである。 そして、〈葬祭業者〉は分骨箱を提供するという、 最低限の習
俗の維持を担ってはいるが、 その段階以上のことは行わないため、 立石寺への
歯骨納骨という習俗がさらに変容していくと考えられる。
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Temporal changes the custom of teeth ash: 
A case study of the funeral customs in Murayama District 
Ryoshun Yamashita 
In Murayama district, Yamagata prefecture, People laid their ancestor's teeth ash 
to the Okunoin, Risshaku-ji. But, in recent years the custom of teeth ash has been 
influenced by Funeral customs change. 
This article aims to reveal changes in the custom by referring to specific 
information from field studies. 
In Meiji period, this district has accepted of cremations, which is special in 
Tohoku district. Locality groups have an important part of funeral customs. But the 
center of the customs has changed to the Temples because of the construction of 
the public crematory and the funeral service performed in the temple. 
In 2001 the opening of Hall, Ceremony Hall Yamagata caused dramatic changes. 
As a result, the number of user to perform the funeral service in the Hall has 
increased explosively. 
The leaders of customs have changed a service supported by Locality groups 
based on traditional relationships of mutual cooperation to a service supported by 
Temple. And now, the leaders make the shift gradually from Temples to Funeral 
directors. 
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